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８

利用案内
開
館
時
間

■
5
月
1
日
～
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
30
分

■
11
月
1
日
～
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
︵
展
示
替
え
に
伴
い
臨
時
休
館
あ
り
︶

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

︵
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
︶

■
専
用
駐
車
場
あ
り

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼント差し上げます。

「
重
文　

舞
楽
装
束
類
」︵
金
剛
峯
寺
︶
の
「
蛮
絵
袍
」
の
部
分
。
前
期
展
示
︵
10
月
15
日
～
11
月
27
日
︶

高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
㈯　

講
師　

神
保
博
舟　

師

　

６
月
11
日
㈯　

講
師　

西
野
寛
山　

師

　

７
月
２
日
㈯　

講
師　

森
田
泰
澄　

師

　

７
月
23
日
㈯　

講
師　

河
合
了
宣　

師

　

８
月
６
日
㈯　

講
師　

中
原
慈
良　

師

　

９
月
10
日
㈯　

講
師　

永
田
道
範　

師

今
後
の
開
催
予
定

　

10
月
22
日
㈯　

講
師　

阿
部
眞
秀　

師

　

11
月
26
日
㈯　

講
師　

齋
藤
寛
秀　

師

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
よ
り
約
45
分

◎
霊
宝
館
長 

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ギ
ャ
ラ 

　

リ
ー
ト
ー
ク　

開
催

　

大
森
照
龍
霊
宝
館
長
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
、
多

く
の
拝
観
者
に
展
示
解
説
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
㈯

　

講
師　

大
森
照
龍　

館
長

◎
高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

　

高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
、
霊
宝
館
長
が
展
示
解
説
を
行
う
動
画

が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
登
録
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
名
「
高
野
山

霊
宝
館
」）
し
て
、
霊
宝
館
収
蔵
の
文
化

財
の
解
説
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
展
示
解
説
『
承
久
記
絵
巻
』（
前
編
）

◦
展
示
解
説
『
承
久
記
絵
巻
』（
後
編
）

◦
展
示
解
説
『
重
要
文
化
財　

毘
沙
門
天

　

立
像　

不
動
明
王
立
像
』　

◦
展
示
解
説
『
重
要
文
化
財　

大
日
如
来

　

坐
像
』　

〇
外
部
展
貸
し
出
し
情
報

●
鎌
倉
国
宝
館

﹁
特
別
展　

北
条
氏
展V

ol.3
-2

 

北
条

義
時
と
そ
の
時
代
︱
義
時
と
実
朝
・
頼

経
︱
﹂

　

令
和
４
年
９
月
３
日
㈯
～
10
月
23
日
㈰

未
指
定　

承
久
記
絵
巻　

巻
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院

●
三
井
記
念
美
術
館
﹁
大
蒔
絵
展
﹂　

　

令
和
４
年
10
月
１
日
㈯
～
11
月
13
日
㈰

国
宝　

澤
千
鳥
螺
鈿
蒔
絵
小
唐
櫃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

花
蝶
蒔
絵
念
珠
箱　

　
　
　
　

附
・
念
珠
２
連　
　

金
剛
峯
寺

●
愛
媛
県
美
術
館

﹁
弘
法
大
師
空
海
誕
生
１
２
５
０
年
記

念　

国
宝 

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
﹂

　

令
和
４
年
10
月
１
日
㈯
～
11
月
20
日
㈰

国
宝　

諸
尊
仏
龕　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

八
大
童
子
立
像
の
う
ち

　
　
　
　

恵
光
童
子
・
烏
俱
婆
誐
童
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

●
五
島
美
術
館　

特
別
展
﹁
西
行
︱
語
り
継
が
れ
る
漂
泊

の
歌
詠
み
︱
﹂

　

令
和
４
年
10
月
22
日
㈯
～
12
月
４
日
㈰

国
宝　

宝
簡
集
巻
23　

僧
円
位
（
西
行
）

　
　
　

書
状　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

◎
友
の
会
会
員
限
定

　

東
京
別
院
秋
季
金
剛
界

　

結
縁
灌
頂
開
壇
の
お
知
ら
せ

　

高
野
山
東
京
別
院
に
お
け
る
東
京
別
院

秋
季
金
剛
界
結
縁
灌
頂
開
壇
に
際
し
、
霊

宝
館
友
の
会
会
員
限
定
で
募
集
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

開
壇
日　
　
　

　

令
和
４
年
11
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰

入
壇
料　

　

事
前
申
込
１
名　

１
０
，
０
０
０
円

　

当
日
申
込
１
名　

１
２
，
０
０
０
円

受
付
期
間　
　

　

令
和
４
年
10
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

申
込
方
法

　

霊
宝
館
に
電
話
申
込
み
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
霊
宝
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
記
事
の
訂
正

　

令
和
４
年
７
月
10
日
発
行
の
「
霊
宝
館

だ
よ
り
」
１
３
９
号
に
誤
記
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

左
記
の
と
お
り
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

８
頁
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催
」

の
上
段
挿
図
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
開
催

風
景
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
お
い
て　

誤（
高
野
山
本
山
布
教
師　

岡
本
博
舟
師
）

正（
高
野
山
本
山
布
教
師　

神
保
博
舟
師
）

ミュージアム法話開催風景
（高野山本山布教師　永田道範師）

霊宝館長スペシャル・ギャラリートーク開催風景
（大森照龍館長）

令和４年度 秋期企画展

「仏を護る入れ物
～納める・容れる・包む～」

　　
　　　令和４年10月15日㈯～
　　　令和５年１月15日㈰
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仏
や
経
典
な
ど
に
は
、
こ
れ
ら
を
保
護
す
る
た
め
に
、
納
め
た
り
、
容
れ
た

り
、
包
ん
だ
り
す
る
、
様
々
な
形
の
「
入
れ
物
」
が
存
在
し
ま
す
。
時
に
は
、

中
身
よ
り
入
れ
物
の
方
が
、
煌
び
や
か
で
、
歴
史
的
価
値
が
あ
り
、
造
形
が
優

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

で
す
が
、
こ
れ
ら
は
造
形
美
や
保
存
状
況
、
ま
た
一
見
し
た
だ
け
の
印
象
の

優
劣
で
価
値
が
決
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
身
と
入
れ
物
が
一
具
（
一

セ
ッ
ト
）
の
も
の
と
し
て
、
今
日
ま
で
伝
世
し
て
い
る
こ
と
に
文
化
財
と
し
て

価
値
が
あ
り
、そ
の
こ
と
が
歴
史
的
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
文
化
財
と
そ
れ
を
護
る
入
れ
物
を
併
せ
て
鑑
賞
す
る
こ

と
で
、
文
化
財
の
持
つ
秘
め
ら
れ
た
価
値
に
注
目
し
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

﹁
仏
を
護
る
入
れ
物
～
納
め
る
・
容
れ
る
・
包
む
～
﹂

令
和
四
年
度
秋
期
企
画
展

■
彫
刻

重
文　
　

執
金
剛
神
立
像　

深
沙
大
将
立
像　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　
　

釈
迦
如
来
及
諸
尊
像
（
枕
本
尊
）　　
　

 

普
門
院
［
前
期
］

重
文　
　

文
殊
菩
薩
及
使
者
像　
　
　
　
　
　
　
　

遍
明
院
［
後
期
］

　
　
　
　

香
合
仏
（
文
殊
菩
薩
像
・
普
賢
菩
薩
像
）   

龍
光
院

■
絵
画

復
元　
　

両
界
曼
荼
羅
図
（
血
曼
荼
羅
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

高
野
山
寺
領
内
参
詣
道
絵
図　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺　

■
工
芸

重
文　
　

舞
楽
装
束
類
（
蛮
絵
袍
）　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺
［
前
期
］

重
文　
　

舞
楽
装
束
類
（
牡
丹
唐
草
に
向
蝶
丸
文
様
前
掛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
［
後
期
］

県
指
定　

菊
花
牡
丹
文
透
彫
箱　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

輪
宝
羯
磨
巴
紋
蒔
絵
箱　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
［
前
期
］

　
　
　
　

戒
体
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院
［
後
期
］

　
　
　
　

金
銅
装
梵
字
宝
相
華
文
説
相
箱　
　
　
　

宝
寿
院

　
　
　
　

朱
塗
厨
子
入
宝
塔
舎
利
殿　
　
　
　
　
　

龍
光
院

　
　
　
　

五
鈷
杵
（
舎
利
奉
籠
）　　
　
　
　
　
　

 

龍
光
院

■
書
跡

国
宝　
　

金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺
［
前
期
後
期
入
替
］

国
宝　
　

宝
簡
集　

続
宝
簡
集　

又
続
宝
簡
集　
　

金
剛
峯
寺
［
前
期
後
期
入
替
］

重
文　
　

高
麗
版
一
切
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
［
前
期
後
期
入
替
］

重
文　
　

執
金
剛
神
立
像　

深
沙
大
将
立
像　

像
内
納
入
宝
篋
印
陀
羅
尼　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
民
俗
資
料

国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財　

高
野
山
奉
納
小
型
木
製
五
輪
塔
及
び
関
連
資
料　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圓
通
寺

　
※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

特
集
展
示　
　

　
﹁
画
僧
が
描
い
た
絵
画
﹂

　
　

僧
侶
が
描
い
た
、
も
し
く
は
僧
侶
が
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
絵
画
を

　

展
示
い
た
し
ま
す
。

主
な
展
示
品

今後の展覧会

企画展
「密教の美術」
令和５年１月21日㈯～

　　 ４月９日㈰

令
和
４
年
10
月
15
日
㈯
～
令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

前
期　

令
和
４
年
10
月
15
日
㈯
～
11
月
27
日
㈰

後
期　

令
和
４
年
11
月
29
日
㈫
～
令
和
５
年
１
月
15
日
㈰　

休
館
日　

令
和
４
年
12
月
28
日
㈬
～
令
和
５
年
１
月
４
日
㈬

※
関
西
文
化
の
日
に
協
賛
し
、
11
月
21
日
㈪
を
無
料
開
館
日
と
し
ま
す
。

重文　深沙大将立像　金剛峯寺
像内には墨書された陀羅尼を納入

高野山寺領内参詣道絵図　金剛峯寺
広大な高野山の寺領と参詣道を図示

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話

日
時　

10
月
22
日
㈯
、
11
月
26
日
㈯

　
　
　

13
時
よ
り
（
約
45
分
）

講
師　

高
野
山
本
山
布
教
師

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
探
検
ツ
ア
ー
＆
ト
ー
ク

　

学
芸
員
に
よ
る
霊
宝
館
敷
地
内
の
展
示
棟
と

収
蔵
庫
の
屋
外
見
学
と
展
示
解
説
。

※
収
蔵
庫
内
部
の
見
学
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

11
月
５
日
㈯
、
12
月
３
日
㈯　
　

　
　
　

14
時
よ
り
（
約
１
時
間
）

講
師　

当
館
学
芸
員

関
連
イ
ベ
ン
ト

重文　釈迦如来及諸尊像（枕本尊）　普門院〔前期〕
中国・唐時代の精緻な彫刻

香合仏（文殊菩薩像・普賢菩薩像）　龍光院
携帯できる香木を用いた守り本尊

重文　舞楽装束類（蛮絵袍）　金剛峯寺〔前期〕

重文　舞楽装束類（牡丹唐草に向蝶丸文様前掛）　
金剛峯寺〔後期〕

輪宝羯磨巴紋蒔絵箱　金剛峯寺〔前期〕

金銅装梵字宝相華文説相箱　宝寿院

重文　執金剛神立像　像内納入宝篋印陀羅尼　
金剛峯寺
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高
野
山
の
考
古
学

（
二
十
七
）

大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科　

　
　
　
　
　
　
　

狭 

川　

真 

一

高
野
山
の
地
鎮
遺
構
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
大
門
出
土
の
地
鎮
遺
構
─

～
三
．〇
㌢
と
い
う
大
き
さ
で
す
。
中
央

に
あ
っ
た
も
の
は
白
色
の
石
で
、
表
面
に

「
バ
ン
」（
金
剛
界
大
日
如
来
）と
い
う
梵
字

を
墨
書
し
て
い
ま
し
た
。
東
側
は
青
色
の

石
で
「
ウ
ー
ン
」（
阿
閦
如
来
）、
南
側
は

黄
色
味
を
帯
び
た
白
い
石
で「
タ
ラ
ー
ク
」

（
宝
生
如
来
）、西
側
は
赤
色
系
の
石
で「
キ

リ
ー
ク
」（
阿
弥
陀
如
来
）、
北
側
は
黒
色

の
石
の
た
め
墨
書
が
見
え
に
く
く「
ア
ク
」

（
不
空
成
就
如
来
）と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
金
剛
界
の
五
仏
を
梵
字
と
石
の
色
に

よ
っ
て
表
現
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

中
央
に
安
置
さ
れ
て
い
た
銅
製
の
賢
瓶

は
、
紐
で
縛
ら
れ
て
い
た
跡
が
残
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
中
に
は
金
箔
、
銀
箔
、
瑠

璃
（
青
色
ガ
ラ
ス
片
）、水
晶
、稲
穀
、麦
、

小
豆
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
香
料
と

み
ら
れ
る
炭
化
物
も
詰
ま
っ
て
い
た
よ
う

で
す
（
図
３
）。
こ
れ
ら
は
五
宝
（
一
般

に
金
・
銀
・
真
珠
・
珊
瑚
・
琥
珀
な
ど
五
種

の
宝
の
総
称
で
、
各
種
の
説
が
あ
る
）、
五
薬

（
薬
の
材
料
を
代
表
す
る
五
種
で
、
一
説
に
は

草
・
木
・
虫
・
石
・
穀
の
五
種
を
い
う
）、
五

香
（
密
教
で
灌か

ん

頂じ
ょ
うに
使
う
五
種
の
香
で
、
栴せ

ん

檀だ
ん

・
沈
水
香
・
丁

ち
ょ
う

子じ

香
・
安
息
香
・
鶏け

い

舌ぜ
つ

香こ
う

な
ど
修
法
の
種
類
で
異
な
る
と
い
う
）、
五
穀

（
人
が
常
食
と
す
る
五
種
の
穀
物
で
、
米
・
麦
・

粟
・
豆
・
稗
な
ど
諸
説
が
あ
る
）
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す<

（ 

）
内
は
主
に
『
広
辞
苑
』

か
ら
引
用>

。

遺
構
の
復
原

　

さ
て
、
狭
い
ト
レ
ン
チ
の
中
で
偶
然
発

見
さ
れ
た
重
要
な
遺
構
で
す
が
、
前
回
ま

で
に
見
た
地
鎮
遺
構
の
配
置
か
ら
考
え
る

と
、当
初
は
中
央
の
土
坑
を
囲
む
よ
う
に
、

四
ヶ
所
か
八
ヵ
所
に
橛
と
輪
宝
を
刺
し
た

小
穴
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
中
央
の
土
坑
と
東
西
で
見
つ
か
っ

た
小
穴
を
計
測
し
て
み
る
と
、
土
坑
の
中

心
か
ら
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
三
．五
㍍
の
位
置

に
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
計
測
し
て
配

置
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
輪
宝
を
乗
せ
た
橛
を
突
き
刺
し
た

遺
構
は
、
前
回
に
紹
介
し
た
徳
川
家
霊
台

で
行
わ
れ
た
地
鎮
の
作
法
と
同
じ
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
も
中
心
に
賢
瓶
を
埋

納
し
て
い
る
と
な
る
と
、
家
康
霊
屋
の
配

置
が
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り

発
見
さ
れ
た
東
西
二
つ
の
小
穴
は
、
東
辺

の
中
央
と
西
辺
の
中
央
に
位
置
す
る
と
仮

定
し
、
中
央
の
土
坑
と
小
穴
と
の
距
離
を

参
考
に
し
て
推
定
す
る
と
、
図
４
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
残
り
の
六
ヵ
所
は
偶
然
に

も
調
査
の
ト
レ
ン
チ
が
設
定
さ
れ
な
か
っ

た
場
所
に
該
当
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時

の
調
査
で
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
、
徳
川
家
霊
台
の
地
鎮
が
行

わ
れ
た
の
が
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
頃

で
す
か
ら
、
大
門
で
実
施
さ
れ
た
地
鎮
と

は
六
五
年
余
り
の
時
間
差

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
作
法
の
中
身
は
共
通

し
て
い
ま
す
の
で
、
真
言

宗
の
正
当
な
地
鎮
の
作
法

が
、
正
し
く
受
け
継
が
れ

実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会

編
一
九
八
六
『
重
要
文
化

財
金
剛
峯
寺
大
門
修
理
工

事
報
告
書
』
高
野
山
文
化

財
保
存
会

松
田
正
昭
一
九
八
四
「
和

歌
山
に
お
け
る
地
鎮
・
鎮

壇
の
遺
構
」『
古
代
研
究
』

第
二
八
・
二
九
号
、
元
興

寺
文
化
財
研
究
所

　

高
野
山
の
西
の
玄
関
口
に
は
大
門
が

建
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
大
門
は
宝
永
二

年
（
一
七
〇
五
）
に
落
慶
し
た
も
の
で
、

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
か
ら
そ
の
建
設

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
貞
享

五
年
（
一
六
八
八
）、天
正
五
年
（
一
五
七

七
）
に
そ
れ
ぞ
れ
焼
失
し
ま
し
た
が
、
そ

の
都
度
再
建
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
天
正
以

前
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
製
作
と
見
ら
れ
て

い
る
「
高
野
山
山
水
図
屏
風
」
に
描
か
れ

る
の
で
、
鎌
倉
時
代
ま
で
は
遡
る
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
大
門
は
、
昭
和
五
六
年
度
か
ら

解
体
修
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
工
事
途
中
に

地
下
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
折
に
出
土
し
た
、
地
鎮
・
鎮

壇
（
以
後
、
地
鎮
と
し
ま
す
）
の
遺
構
と

遺
物
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

見
つ
か
っ
た
遺
構

　

解
体
修
理
に
よ
り
大
門
が
撤
去
さ
れ
た

段
階
で
、
建
物
の
中
心
部
分
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
は
建
物
全
面
で

は
な
く
、
門
の
中
央
を
貫
通
す
る
東
西
方

向
の
ト
レ
ン
チ
（
調
査
区
域
の
こ
と
）
と
、

中
央
や
や
東
寄
り
を
貫
通
す
る
形
で
南
北

方
向
の
ト
レ
ン
チ
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
東
西
方
向
の
ト
レ
ン
チ
の
中
央
、
つ

ま
り
大
門
の
中
心
部
分
で
一
辺
一
㍍
余

り
、
深
さ
五
〇
㌢
ほ
ど
を
測
る
や
や
不
整

形
な
方
形
土
坑
（
穴
）
が
確
認
さ
れ
、
掘

り
下
げ
る
と
穴
の
中
ほ
ど
の
深
さ
で
土
師

器
の
皿
が
七
枚
（
中
央
に
一
枚
、
そ
れ
を

取
り
囲
む
よ
う
に
六
枚
）
が
出
土
し
ま
し

た
（
写
真
１
）。
そ
れ
を
除
去
し
ま
す
と

今
度
は
、
長
さ
一
〇
㌢
足
ら
ず
の
川
原
石

が
五
つ
、
賽
子
の
五
の
目
状
に
配
置
さ
れ

て
出
土
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。
そ
し
て

中
央
の
石
の
下
に
は
賢
瓶
と
呼
ば
れ
る
銅

製
の
小
壷
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
方
形
土
坑
の
東
側
と
西
側

へ
そ
れ
ぞ
れ
三
．
五
㍍
ほ
ど
離
れ
た
位
置

に
、
直
径
一
五
～
一
七
㌢
、
深
さ
一
四
～

二
〇
㌢
の
小
穴
が
あ
り
、
橛け

つ

の
片
方
の
先

を
穴
底
に
突
き
刺
し
、
も
う
片
方
の
先
端

に
輪り

ん

宝ぼ
う

を
乗
せ
た
埋
納
物
が
見
つ
か
り
ま

し
た
（
写
真
３
・
図
１
）。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
は
現
在
の
大

門
を
建
設
す
る
直
前
で
、
元
禄
期
に
作
ら

れ
た
叩
き
締
め
た
地
面
を
除
去
し
た
と
こ

ろ
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

年
代
で
言
う
と
、
元
禄
十
年
か
そ
の
直
前

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
現
在
の
大
門

建
設
に
あ
た
り
実
施
さ
れ
た
、
地
鎮
の
遺

構
だ
と
理
解
で
き
る
の
で
す
。

出
土
し
た
遺
物

　

中
央
の
方
形
土
坑
か
ら
出
土
し
た
遺
物

か
ら
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
土
師
器
の
皿
で

す
が
、
口
径
九
．七
～
一
一
．三
㌢
で
、
高

さ
は
一
．七
～
二
．〇
㌢
。
皿
に
は
炭
化
物

が
乗
せ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
詳
細

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

次
に
川
原
石
を
見
ま
す
。
す
べ
て
楕
円

形
を
呈
し
て
い
て
、
長
さ
六
．五
～
八
．四

㌢
、
幅
四
．五
～
六
．一
㌢
、
厚
さ
一
．二

図２　方形土坑出土 土師器小皿と梵字を記す小石

写真２

写真１

写真３

図３　方形土坑出土 賢瓶

図４　大門の中央で見つかった地鎮遺跡、その推定位置（◦）

小
穴

小穴

方形土杭

大門柱位置

Ｎ

図１　小穴出土 輪宝と橛
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平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
十
日
、

圓
通
寺
の
本
堂
の
須し

ゅ

弥み

壇だ
ん

の
下
か
ら
、
十
六

箱
の
木
箱
に
納
め
ら
れ
た
一
万
二
一
五
六

点
も
の
、
小
型
の
木
製
五
輪
塔
（
高
さ
約
九

㎝
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
箱
の
一
部
に
は
、「
寶
塔
八
萬
四
千
」、

ま
た
五
輪
塔
の
地
輪
の
底
部
に「
八
万
四
千
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
立
当
時

は
「
八
万
四
千
宝
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
木
箱
に
は
、
圓
通
寺
の
住

職
で
あ
っ
た
龍

り
ゅ
う

海か
い

（
？
─
一
八
二
〇
）
が
造

塔
を
発
願
し
、そ
の
後
の
天
保
七
年（
一
八
三

六
）
に
住
職
と
な
っ
た
隆

り
ゅ
う

鎮ち
ん

（
？
─
一
八
五

四
）
が
五
輪
塔
を
木
箱
に
収
め
て
、
奉ほ

う

安あ
ん

し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
輪
塔
の
構
造
は
一
木
造
で
、
基
本
的
に

正
面
に
は
五
大
（
空
・
風
・
火
・
水
・
地
）
を
表

す
梵
字
（
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
）
が
墨
書
さ

れ
、
四
面
す
べ
て
に
梵
字
が
墨
書
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、地
輪
の
底
部
に
は
、穴
が
穿う

が

っ

て
あ
り
、
木
栓
で
穴
が
塞ふ

さ

が
れ
て
い
ま
す
。

一
部
の
五
輪
塔
に
は
、
木
栓
が
抜
け
か
け
て

い
る
も
の
が
あ
り
、
木
栓
を
抜
い
て
穴
の
内

部
を
調
べ
て
み
る
と
、
小
さ
く
畳
ま
れ
た
紙

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
紙
を
広
げ

て
み
る
と
、
小
さ
い
文
字
で
「
法ほ

っ

心し
ん

偈げ

」
と

い
う
、短
い
経
文
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
五
輪
塔
に
は
、
内
部
に
「
仏ぶ

っ

舎し
ゃ

利り

」
と
呼
ば
れ
る
、
亡
く
な
っ
た
方
の
遺

骨
や
歯
を
納
め
、
供
養
塔
と
し
て
祀
る
場
合

が
多
い
で
す
が
、
今
回
見
つ
か
っ
た
五
輪
塔

の
内
部
か
ら
は
、経
文
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
文
は
遺
骨
の
代
わ
り
を
意

味
し
、「
法ほ

っ

舎し
ゃ

利り

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

平
安
時
代
後
期
（
一
二
世
紀
）
か
ら
現
代

に
い
た
る
ま
で
、
高
野
山
は
全
国
か
ら
様
々

な
人
々
が
弘
法
大
師
を
慕
っ
て
、
納

骨
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

納
骨
と
言
え
ば
、
奥
之
院
の
広
大

な
霊
場
で
の
、
石
製
の
五
輪
塔
な
ど
の
供
養

塔
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
し
か
し
、
古
来
よ

り
、
納
骨
と
い
う
行
為
は
奥
之
院
地
区
、
ま

た
屋
外
の
供
養
塔
へ
の
奉
安
に
限
ら
ず
、
各

子
院
の
本
堂
な
ど
の
屋
内
へ
も
納
骨
器
や

舎
利
器
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
納
骨
さ
れ
た
様
々
な
信
仰
対

象
物
を
概
観
す
る
と
、
屋
外
、
屋
内
、
ま
た

地
上
、
地
下
を
問
わ
ず
、
山
上
の
霊
場
と
し

て
の
結
界
の
範
囲
の
あ
ら
ゆ
る
空
間
に
、「
仏

舎
利
」、「
法
舎
利
」
が
様
々
な
形
で
奉
安
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
地
輪
の
底
部
に
は
、

「
八
万
四
千
（
宝
塔
）」
の
ほ
か
、
施
主
名
、

供
養
対
象
者
の
法
名
や
俗
名
、
施
主
や
供
養

対
象
者
の
居
住
し
て
い
た
国
や
村
の
地
名

な
ど
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
名
に
関
し

て
言
い
ま
す
と
、「
但た

ん

州し
ゅ
う」（
但
馬
国
・
兵
庫

県
の
一
部
）、「
淡た

ん

州し
ゅ
う」（
淡
路
国
・
兵
庫
県
の

一
部
）、「
阿あ

州し
ゅ
う」（
阿
波
国
・
徳
島
県
）、「
若

じ
ゃ
く

州し
ゅ
う」（
若
狭
国
・
福
井
県
の
一
部
）、「
能の

う

州し
ゅ
う」（
能

登
国
・
石
川
県
の
一
部
）、「
佐さ

州し
ゅ
う」

（
佐
渡
国
・
新
潟
県
の
一
部
）、「
江

戸
」（
東
京
）
な
ど
が
あ
り
、
か
な

り
広
範
囲
の
人
々
に
対
し
て
、
高

野
山
へ
の
五
輪
塔
の
奉
安
を
勧か

ん

進じ
ん

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
調
査
中
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
い
ろ
ん
な
知
見
が
得
ら
れ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
（
鳥
羽
正
剛
）

国登録有形民俗文化財

高
こ う

野
や

山
さ ん

奉
ほ う

納
の う

小
こ

型
が た

木
も く

製
せ い

五
ご

輪
り ん

塔
と う

及び関
か ん

連
れ ん

資
し

料
り ょ う

　1万2,312点（木製五輪塔1万2,156点、関連資料156点）
　　江戸時代（19世紀）　圓通寺蔵　

小型木製五輪塔（正面）

偉
大
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
で
、
自
ら
を
省か

え
り

み
る
と
、
今

回
の
古
文
書
の
よ
う
に
、
霊
宝
館
で
収
蔵

し
て
い
る
文
化
財
に
関
し
て
、
不
勉
強
で

あ
る
こ
と
を
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。
精

進
精
進
。

（
研
谷
昌
志
）

　

国
宝
二
十
一
件
、
重
要
文
化
財
一
四
八

件
を
含
む
約
十
万
点
の
文
化
財
を
所
蔵
す

る
霊
宝
館
で
は
、
毎
年
何
件
か
の
他
館
へ

の
文
化
財
の
貸
出
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財

貸
出
時
と
返
却
時
に
は
、
毎
回
文
化
財
の

現
在
の
状
況
を
、
霊
宝
館
の
職
員
と
、
借

り
に
来
ら
れ
た
博
物
館
の
職
員
で
確
認
し

ま
す
。
古
く
か
ら
残
る
も
の
で
す
か
ら
傷

み
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、「
表

ひ
ょ
う

装そ
う

の
こ
の

部
分
が
傷
ん
で
い
ま
す
ね
。」
と
か
「
本

紙
の
こ
の
部
分
に
折
れ
が
生
じ
て
い
ま
す

ね
。」
と
い
っ
た
確
認
を
し
ま
す
。
貸
出

時
に
確
認
し
た
も
の
を
調

ち
ょ
う

書し
ょ

に
ま
と
め
ま

す
。
返
却
時
に
そ
の
調
書
と
文
化
財
を
見

比
べ
て
、
文
化
財
に
貸
出
時
に
は
存
在
し

な
か
っ
た
新
た
な
損
傷
が
な
い
か
、
確
認

し
合
い
ま
す
。

　

こ
の
確
認
作
業
で
時
間
が
か
か
る
の
が

巻
物
。
そ
れ
も
複
数
の
古
文
書
を
一
つ
に

ま
と
め
た
巻
物
は
非
常
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
展
示
し
た
い
の
は
巻
物
の
中
の
一

つ
の
古
文
書
な
の
に
、
他
の
古
文
書
の
箇

所
も
す
べ
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
す
。

　

あ
る
博
物
館
へ
貸
し
出
す
文
化
財
を
確

認
作
業
中
の
こ
と
。
そ
の
時
も
い
く
つ
も

の
古
文
書
を
ま
と
め
た
巻
物
が
あ
り
ま
し

た
。あ
ま
り
の
長
さ
に
不
真
面
目
に
も「
ま

だ
ま
だ
先
は
長
い
な
。」
と
感
じ
て
い
た

時
、
目
に
つ
い
た
の
は
、
展
示
す
る
古
文

書
で
は
な
く
、
黒
い
扇
に
白
字
の
「
松
」

の
判
。「
珍
し
い
。」「
こ
れ
は
誤
字
を
消

し
て
、
上
か
ら
判
を
押
し
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
。」
と
本
来
の
業
務
か
ら
外
れ
て
、
し

ば
ら
く
借
り
に
来
ら
れ
た
職
員
の
方
と
話

し
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
業
務

で
も
未
知
と
の
遭
遇
は
あ
る
も
の
だ
と
感

じ
、
本
来
の
確
認
作
業
に
戻
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
そ
の
古
文
書
を
活
字
化
し
た
史

料
集
『
大だ

い

日に

本ほ
ん

古こ

文も
ん

書じ
ょ

』
で
、
ど
ん
な
風

に
活
字
化
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
扇
の
判
を
し
っ
か
り
再
現
し
て
い

ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
忠
実
に
後
世

に
残
る
よ
う
活
字
化
し
た
、
先
人
た
ち
の

霊
宝
館
日
記

展示箇所ではないですが、思わず写真を撮りました。

収蔵品の紹介 110

高野山奉納小型木製五輪塔及び関連資料

小型木製五輪塔（底部には
「八万四千（宝塔）」のほか、

地名などが墨書されています。）

経典に虫
ちゅう

損
そん

あり。一つ一つ調書に記します。

知られざる納骨信仰の形が明らかに

『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
文
書
第
１
、

文
書
番
号
１
０
３
「
熊く
ま

野の

山さ
ん

別べ
っ

当と
う

湛た
ん

増ぞ
う

請う
け

文ぶ
み

」
よ
り
。

法舎利として塔内に
奉安された『法心偈』


